
資料４ 

 

本ワーキンググループにおける当面の論点（案） 
 

 

《全体の作業工程》 

○ 今後のスケジュールを検討 

  ・必要となる作業の洗い出し 

 

 

《脳血管内治療をめぐる現状把握》 

○ 脳血管内治療に対応できる都内医療機関の把握 

 

○ 脳卒中の症例のうち、脳血管内治療の適応基準はどうか、また、どの程度が適

応となるか 

 

○ 脳血管内治療に関して、都内で既に構築されている自発的ネットワークの分析 

 

○ 他道府県における脳血管内治療の体制構築の把握 

 

○ 現状把握を行った上で、どの程度の体制を目指すのか検討 

  ・対応可能医療機関数が少ない場合の方向性 

  ・区部と多摩部の対応可能医療機関の差異について 


